
道の駅 青洲の里
住所／紀の川市西野山473
電話／0736-75-6008

健康をテーマに「学んで、食べて、遊べる」
道の駅。故・黒川紀章氏設計による曼陀羅
華の花をモチーフにデザインされたフラワー
ヒルミュージアムでは、青洲と門下生が残
した貴重な資料を展示。また、春林軒では
当時の様子を知ることができる。

顕彰活動に力を入れている青洲の里では、学習会や検定会を実
施し、多くの語り部を育成。テキストを監修した谷脇さんは、講
師として老若男女に青洲の生涯や志を伝えている。

宝暦10年（1760年）旧暦10月23
日。代々医師の家系に育ち、古代
中国の伝説的な名医・華佗が麻酔薬
を使って手術を行ったという言い伝え
を知り、麻酔薬の開発を志す。曼陀
羅華（まんだらげ）という植物に着目
し、さまざまな調合を繰り返して麻酔
薬「通仙散」を開発。それを用いて
世界で初めて全身麻酔による乳癌手
術を成功させた。欧米で全身麻酔が
行われたのは、青洲の手術の成功か
ら約40年後。有吉佐和子による小説
「華岡青洲の妻」では、青洲の麻酔
薬開発にかける執念と、自ら人体実
験に身を捧げ青洲の愛を争う嫁姑の
葛藤が描かれている。
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【探訪】麻酔手術の先駆け・華岡青洲ゆかりの地

住居兼診療所・春林軒。入院のための病室が設けられるなど、
先駆的な医療施設だった。患者や門下生が入りきらないとき
は、村民が自宅を開放するなどして協力していたという。現在
は当時の様子を再現した人形や資料が展示されている。

※写真の一部は紀の川市提供

青洲が私財を投げ打ち、灌漑用ため池として拡
張工事を行った“垣内池”。

生涯で150症例以上の乳がんを治療し
た青洲。他にも白内障や骨折など病状
に応じて内科・外科治療を行っていた。

青洲が考案し、華岡家に代々伝わる手
術器具。腫瘍の摘出などに使用された。

麻酔薬“通仙散”の原材料となった曼陀
羅華（チョウセンアサガオ）。
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和歌山県ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/

華岡青洲
【はなおかせいしゅう】


